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【
研
究
ノ
ー
ト
】

前
橋
市
に
お
け
る
O
D
S（
不
登
校
支
援
）と「
非
専
門
家
の
専
門
性
」の
意
義

山
本　

泉
・
助
川　

征
雄

本
論
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
二
〇
日
に
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
、「
福
祉
の
こ
こ
ろ
の
研
究
会
」

に
お
け
る
講
話
を
ベ
ー
ス
と
し
た
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
講
話
は
、
C
C
M
代
表
（
聖
学
院
大
学
大
学
院
修
了
生
）
の
山
本

泉
を
主
担
と
し
、
大
学
院
在
学
中
の
主
担
教
員
で
あ
っ
た
助
川
が
そ
の
解
題
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
担
っ
た
（
こ
れ
ら
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
本
論
は
第
一
部
を
山
本
、
第
二
部
を
助
川
が
分
担
執
筆
し
た
）。

第
一
部

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
C
C
M
に
お
け
る
不
登
校
支
援
事
業
に
つ
い
て

1　
は
じ
め
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
μみ
ゅ
ー（

C
C
M
）
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
第
一
に
「
学
ん
だ
こ
と
を
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生
活
に
活
か
す
」、
第
二
に
「
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
返
す
」
の
二
つ
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
、
筆
者
は
、
前
橋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
、「
生
活
に
活
か
せ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入
門
講
座
」
を
開
設
し

た
。
こ
の
講
座
の
目
的
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
一
般
市
民
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
考
え
方
や
方
法
を

習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
C
C
M
の
第
一
の
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
。

当
時
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
対
す
る
理
解
お
よ
び
認
知
度
は
低
か
っ
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
心
理
的
な
疾
病
を
も
っ
た
人
が
受
け

る
治
療
の
一
つ
で
あ
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
「
生
活
の
な
か
に
活
か
す
」
と
い
う
発
想
は
、
現
実
感
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
災
害
や
無
差
別
殺
人
、
教
育
現
場
で
の
事
件
、
不
登
校
、
発
達
障
害
な
ど
の
社
会
的
な
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か

で
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
領
域
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
教

育
の
現
場
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
登
場
し
、
日
常
の
生
活
者
と
し
て
の
市
民
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
身
近
に
感
じ
る
要
素
の

一
つ
に
も
な
っ
た
。

2　
「
生
活
に
活
か
せ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入
門
講
座
」

C
C
M
で
は
、
前
橋
講
座
（
年
間
二
期
）
に
続
い
て
、
館
林
市
（
年
間
一
期
）、
伊
勢
崎
市
（
年
間
一
期
）、
太
田
市
（
年
間
一
期
）
の
各

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
群
馬
県
内
四
か
所
で
「
生
活
に
活
か
せ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入
門
講
座
」
を
開
設
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
現
在
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
は
な
い
）。
講
座
の
構
成
は
、
一
回
二
時
間
、
隔
週
で
全
六
回
、
三
か
月
を
か
け
て
お
こ
な
い
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
知
識
と
技
法
の
習
得
の
第
一
歩
を
提
供
し
て
い
る
。
内
容
は
、
健
常
者
の
発
達
と
成
長
に
お
け
る
心
理
支
援
に
必
要
な
、

こ
こ
ろ
の
機
能
、
心
理
的
発
達
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
自
己
理
解
な
ど
に
つ
い
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（R

ogers, C
. R

.

）
の
来
談
者
中
心
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療
法
、
エ
リ
ク
ソ
ン
（E

rikson, E
. H

.

）
や
ピ
ア
ジ
ェ
（Piaget, J.

）
に
よ
る
発
達
心
理
学
、
マ
ズ
ロ
ー
（M

aslow
, A

. H
.

）
の
人
間
性
心

理
学
（
自
己
実
現
論
）、
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
（B

ern, H
.

）
の
交
流
分
析
、
平
木
典
子
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
し
、
自
己
理
解
と

人
間
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

3　
支
援
者
養
成
と
支
え
る
理
論
お
よ
び
シ
ス
テ
ム

講
座
終
了
後
、
C
C
M
の
会
員
対
象
の
勉
強
会
は
、
毎
月 

一
回
、
二
時
間
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
橋
、
館
林
、
伊
勢
崎
、
太
田

の
四
つ
の
地
域
で
活
動
に
参
加
す
る
会
員
は
、
毎
月
、
活
動
ご
と
に
開
催
す
る
勉
強
会
に
出
席
し
、
活
動
の
方
向
性
と
問
題
や
課
題
の
検
討

会
を
励
行
し
て
い
る
。
特
に
、
O
D
S
事
業
（
不
登
校
生
徒
支
援
・
オ
ー
プ
ン
ド
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
に
参
加
し
て
い
る
会
員
は
、
毎
月
三

時
間
の
研
修
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
義
の
受
講
機
会
が
与
え
ら
れ
、
助
川
征
雄
聖
学
院
大
学
名
誉
教
授
に
は
、
四
年
に
わ
た
り
合
計
四
回
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
研
修
、
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
実
践
活
動
を
し
て
い
る
者
に
は
、
随
時
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
付
け

て
い
る
。
表
1
は
、
C
C
M
の
支
援
の
領
域
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
と
必
要
と
さ
れ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
技
法
、
ス
タ
ッ
フ
研
修
の
内
容
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
に
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
体
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、「
受
容
」
の
力
、「
共
感
」
の
力
、「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
自
己
理

解
」
は
、
ど
れ
も
可
視
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
初
級
ク
ラ
ス
の
実
技
レ
ッ
ス
ン
に
お
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
は
、
一
生
懸
命
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
役
の
話
を
聴
い
た
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
指
導
者
か
ら
、「
今
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
応
答
は
、
言
葉
じ
り
を
く
り
返
し
て
い
る

だ
け
で
、
受
容
的
で
な
い
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
応
答
は
、
一
生
懸
命
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
は
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
」、
と
い
っ
た
手
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
具
体
的
で
な
い
コ
メ
ン

ト
は
、
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
座
学
と
並
行
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
基
本
的
態
度
、
技
法
の
習
得
に
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
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表1　支援領域別カウンセリングのポイント・技法・研修

支
援
の
領
域

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

ポ
イ
ン
ト

必
要
と
さ
れ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法

ス
タ
ッ
フ
教
育
・
研
修
の
内
容

成
人
支
援

（
M
S
R
）

信
頼
関
係
の
構
築
、
積
極

的
傾
聴
、
生
き
る
こ
と
で

出
会
う
悩
み
や
課
題
を
整

理
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス
、
ア

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

共
感
的
理
解
、
積
極
傾
聴
（
感

情
の
明
確
化
な
ど
）、
自
己
理

解
援
助（
T
A
と
エ
ゴ
グ
ラ
ム
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
な
ど
）

来
談
者
中
心
療
法
、
交
流
分
析
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、発
達
心
理
学
、

家
族
療
法
、
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
、

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、

ロ
ー
ル
・
プ
レ
ー
、
対
話
分
析
、
逐
語

分
析
、
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
、
事
例
検

討
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
座

母
親
支
援

（
サ
マ
ン
サ
）

（
く
ら
ら
）

子
育
て
中
の
閉
塞
感
、

不
安
感
の
受
容
、
共
感

同
上
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

同
上
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

事
例
検
討
会
（
奇
数
月
）

老
人
支
援

（
リ
ス
ナ
ー
）

発
達
心
理
学
視
点
、

ト
ポ
ス
の
場

同
上
、ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
、

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

同
上
、
事
例
検
討
会
（
偶
数
月
）

長
期
不
登
校

生
徒
支
援

（
オ
ー
プ
ン
ド
ア

サ
ポ
ー
ト
事
業

O
D
S
）

信
頼
関
係
の
構
築
、
積
極

的
傾
聴
、
家
族
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
家
族
・
家

族
文
化
理
解
、エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト

同
上
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
ス
ト
レ
ン
グ
ス

モ
デ
ル

同
上
、

毎
月
1
回
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

研
修

外
部
講
師
の
講
話
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の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
発
さ
れ
使
わ
れ
て
い
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
ま
た
、
逐
語
検
討
を
組
み
入
れ
る
な
ど
し
て
、
実
践
的

な
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
が
、
実
際
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
想
定
し
て
お
こ
な
う
体
験
学
習
の
一
つ
で

あ
る
。
学
習
方
法
に
つ
い
て
、
楡
木
満
生
と
松
原
達
哉
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「
1
．
失
敗
が
許
さ

れ
る　

2
．
や
り
直
し
が
許
さ
れ
る　

3
．
V
T
R
や
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
記
録
を
と
る
こ
と
が
で
き
る　

4
．
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
や
観

察
者
か
ら
直
接
、
間
接
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
が
で
き
る　

5
．
ベ
テ
ラ
ン
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
、
直
接
そ
の
場
で
指
導
が

受
け
ら
れ
る　

6
．
場
面
や
目
的
に
応
じ
た
状
況
設
定
が
で
き
る　

7
．
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
に
基
づ
く
技
法
の
習
得
が
で

き
る　

8
．
具
体
的
な
問
題
へ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
で
き
る
（
不
登
校
、
自
殺
願
望
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
経
症
、
進
路
選
択
な
ど
）
9
．
具
体
的

な
職
業
領
域
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
場
面
の
対
応
が
リ
ハ
ー
サ
ル
で
き
る
（
教
育
相
談
、
学
生
相
談
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
産
業
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
）　

10
．
倫
理
上
の
諸
問
題
を
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る　

11
．
危
機
介
入
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
で
き
る　

12
．
そ
の

他
（
他
機
関
と
の
連
携
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
接
、
問
題
に
応
じ
た
専
門
家
の
同
席
面
接
）
1
（

）」。

逐
語
研
修
で
は
、
実
際
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
面
を
想
定
し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
が
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
お
こ
な

う
。
こ
の
時
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
そ
の
録
音
を
文
字
に
し
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
可
視
化
す
る
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
は
、
録
音
し
た
自
身
の
応
答
と
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
の
陳
述
の
一
語
一
句
と
、
非
言
語
の
部
分
も
含
め
て
文
字
に
起
こ

す
。
次
に
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
は
、
自
分
自
身
の
応
答
を
、〈
不
適
切
〉、〈
や
や
適
切
〉、〈
適
切
〉
の
三
段
階
に
分
け
、
そ
の
根
拠
と
と
も

に
自
己
評
価
を
お
こ
な
う
。〈
不
適
切
〉、〈
や
や
適
切
〉
の
場
合
は
、
今
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
応
答
を
し
た
い
、
と
改
善
し
た
応
答
も
記
す
。

図
1
は
、
逐
語
記
録
の
一
部
で
あ
る
。
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番号 逐語記録 自己評価

CL. 11 今　仕事場の雰囲気がよくなくて　
気が重いです

CO. 12 あ　仕事場の雰囲気がよくないので
すね

CO. 12〈不適切〉
オーム返しになっている。気
持ちを受け止め，「いま　仕
事場のことで憂鬱なのです
ね」，と言い換えで共感した
い。

CL. 12 周りのことを気にしない新人さんが
入ってきて

CO. 13 あ　そのことで CO. 13〈不適切〉
CLのことばをさえぎってい
るし，先走っている。応答
も意味がない応答になってい
る。

CL. 13 なんだか　追い立てられているよう
で落ち着きません〈5秒沈黙〉

CO. 14 どのような時　追い立てられている
ように感じるのですか？

CO. 14〈やや適切〉
追い立てられている気持ちを
受容してから，質問をしたい。
「落ち着かないのですね　ど
のような時に追い立てられる
と感じるのですか」

CL. 14 昨日も昼ご飯の時，先輩が，新人さ
んに聞こえるように「ノルマが終
わっていないのにゆっくり食べてい
る場合じゃないよね」と言って〈う
んざりした表情〉

CO. 15 あ　新人さんの反応はどうでしたか CO. 15〈不適切〉
第三者に焦点を当て，CLの
気持ちから離れている。「先
輩の聞えよがしのことばに，
気が滅入っているのですね」
と共感したい。

図1　逐語記録の一部
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4　
C
C
M
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

現
在
、
九
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
、
行
政
か
ら
の
三
つ
の
委
託
事
業
を
地
域
で
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
C
C
M
の
第
二
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
委
託
事
業
の
一
つ
目
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
の
、
前
橋
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
不
登
校
生
徒
支
援
・
オ
ー
プ
ン
ド
ア
サ

ポ
ー
ト
事
業
（
O
D
S
事
業
）」
で
あ
る
。

O
D
S
事
業
は
、
不
登
校
生
徒
の
家
の
閉
ざ
さ
れ
た
ド
ア
や
こ
こ
ろ
の
扉
を
開
け
て
、
子
ど
も
た
ち
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
、
前
橋
市
教
育
委
員
会
と
筆
者
が
主
宰
す
る
N
P
O
法
人
の
協
働
事
業
で
あ
る
。
当
初
、
三
年
間
の
国
庫
補

助
で
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
年
後
、
O
D
S
事
業
の
支
援
者
は
、
各
学
校
の
不
登
校
対
策
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
り
、
前
橋
市
教
育
委
員
会
も
そ
の
存
在
の
有
用
性
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
、
前
橋
市
は
、
市
の
事
業
と
し
て
受
け
入
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
二
つ
目
の
委
託
事
業
は
、
二
〇
一
七
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
、
群
馬
県
生
活
こ
ど
も
部
私
学
・
子
育
て
支
援
課
の
委
託
事
業

の
「
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業
」
で
あ
る
。
本
事
業
の
趣
旨
は
、
生
活
保
護
世
帯
や
生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
世
帯
の
児
童
お
よ
び
生

徒
に
対
し
、
居
場
所
の
提
供
や
学
習
支
援
等
を
お
こ
な
い
、
生
徒
等
の
生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
の
確
立
や
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
取
り
組

み
を
通
し
て
、
自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
三
つ
目
の
委
託
事
業
は
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
群
馬
県

生
活
こ
ど
も
部
児
童
福
祉
・
青
少
年
課
に
よ
る
「
高
校
中
退
者
支
援
事
業
」
で
あ
る
。
本
事
業
に
か
か
わ
る
C
C
M
は
、
群
馬
県
子
ど
も
・

若
者
支
援
協
議
会
か
ら
の
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
要
請
を
受
け
、
本
人
お
よ
び
保
護
者
の
自
宅
や
希
望
の
場
所
に
出
向
い
て
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
本
人
や
保
護
者
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
②
本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
本
人

が
自
信
を
も
て
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
個
性
や
人
柄
の
特
徴
、
才
能
や
技
能
、
願
望
な
ど
を
見
つ
け
て
、
③
本
人
の
生
き
方
を
自
分
で
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
る
。
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支
援
者
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
牛
津
信
忠
は
、『
社
会
福
祉
に
お
け
る
相
互
的
人
格
主
義
』
の
な
か
で
、「
物
化
的
対
象
化
（
物
に

対
応
す
る
よ
う
な
傾
向
）」
を
も
た
ら
す
福
祉
観
、
人
間
観
を
考
察
し
、
支
援
者
の
こ
こ
ろ
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
）
2
（

。
O
D
S

事
業
の
支
援
者
は
、
当
事
者
が
ニ
ー
ズ
を
社
会
の
な
か
で
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
当
事
者
の
主
体
性
と
ス
ト
レ
ン
グ
ス
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
（
復
元
力
、
回
復
力
、
弾
力
）
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
O
D
S
事
業
の
支
援
は
、
柔
軟
で
繊
細
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

な
の
で
あ
る
。
一
二
年
目
を
迎
え
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
が
社
会
の
な
か
で
実
現
さ
れ
て
い
く
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
支
援
理
念
に
支
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

5　
不
登
校
支
援
の
本
質

前
橋
市
教
育
委
員
会
の
不
登
校
（
環
境
不
適
応
）
へ
の
関
心
が
高
い
ま
ま
、
不
登
校
生
徒
数
の
減
少
へ
の
期
待
は
か
な
わ
ず
、
二
〇
二
〇

年
度
に
は
、
前
橋
市
立
中
学
校
の
不
登
校
生
徒
数
が
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
一
二
年
目
を
迎
え
た
O
D
S

事
業
に
か
か
わ
る
支
援
者
は
、
①
不
登
校
に
な
っ
た
生
徒
の
リ
カ
バ
リ
ー
（
再
登
校
）
へ
の
支
援
、
②
登
校
に
対
し
て
回
避
的
感
情
を
も
ち

な
が
ら
、
中
学
校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
相
談
室
に
登
校
し
て
く
る
生
徒
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
①
で
か
か
わ
っ
た
不
登
校
生
徒
の

リ
カ
バ
リ
ー
（
再
登
校
）
率
は
、
毎
年
、
平
均
七
〇
％
で
あ
る
（
二
〇
二
〇
年
度
の
再
登
校
率
は
七
八
・
三
％
で
あ
っ
た
）。

現
在
、
不
登
校
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
統
計
に
よ
る
理
解
、
支
援
チ
ー
ム
で
お
こ
な
う
事
例
検
討
に
よ
る
理
解
、
原
因
把
握
に
よ
る
理

解
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
で
に
不
登
校
に
な
っ
た
生
徒
を
対
象
に
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
統
計
に
よ
る
理
解
は
、
三
〇
日

以
上
の
欠
席
者
を
理
解
す
る
に
は
最
適
で
あ
る
。
し
か
し
、
欠
席
が
三
〇
日
未
満
の
二
九
日
〜
一
日
の
生
徒
の
様
子
は
見
え
な
い
。
見
え
な

い
こ
と
か
ら
、
欠
席
が
三
〇
日
未
満
の
生
徒
へ
の
関
心
は
薄
く
、
彼
ら
の
理
解
や
対
応
に
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
整
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
支
援
チ
ー
ム
で
お
こ
な
う
事
例
検
討
に
よ
る
理
解
は
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
児
童
相
談
所
、
行
政
の
福
祉
課
、
医
療
関
係
者
な
ど
が
連
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図2　前橋市立中学不登校生徒出現率
データ：「不登校問題等対策会議資料」2020年版（前橋市教育委員会青少年部）より

図3　ODS支援による再登校率
データ：「不登校問題等対策会議資料」2020年版（前橋市教育委員会青少年部）より
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携
し
、
不
登
校
生
徒
の
支
援
の
方
向
性
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
因
把
握
に
よ
る
理
解
は
、
心
理
検
査
な
ど
も
用
い
る
。
家
族
歴
、
問

題
や
障
が
い
、
不
登
校
生
徒
の
過
去
に
も
焦
点
を
当
て
、
生
徒
の
理
解
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

不
登
校
支
援
と
は
、
O
D
S
事
業
の
よ
う
に
、
不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
生
徒
の
支
援
と
、
不
登
校
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
の
段

階
で
の
支
援
の
二
側
面
が
あ
る
と
考
え
る
。
不
登
校
に
な
る
生
徒
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
な
ら
、
不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
生
徒

に
焦
点
を
当
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
登
校
に
対
し
て
回
避
的
な
感
情
を
も
つ
、
言
っ
て
み
れ
ば
不
登
校
予
備
軍
の
生
徒
の
理
解
と
対
応
に
焦

点
を
当
て
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

6　
中
学
校
生
徒
の
姿

現
在
、
前
橋
市
内
の
多
く
の
中
学
生
も
（
は
）、
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
か
で
生
活
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、YouT

uber 

や Instagram
er 

が
、

自
分
の
力
で
お
金
を
稼
ぎ
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
姿
で
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
個
人
が
社
会
と
つ

な
が
る
の
は
、
手
の
届
か
な
い
特
定
の
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
普
通
の
中
高
生
で
あ
る
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
現
状
の
学
校
生
活
の
枠
に
は
入
ら
な
い
目
標
や
活
動
で
あ
る
、
ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
お
こ
な
っ

て
い
る
生
徒
は
、
学
校
で
の
評
価
対
象
か
ら
外
れ
、
自
己
を
認
め
て
く
れ
る
場
を
学
校
外
に
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
彼
ら

は
、「
何
の
た
め
に
学
校
に
行
く
の
か
」、「
勉
強
は
楽
し
く
な
い
」、「
無
駄
な
こ
と
ば
か
り
や
ら
さ
れ
る
か
ら
学
校
は
嫌
い
」、
と
浮
か
ぬ

顔
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
こ
そ
、
登
校
に
意
味
を
見
出
せ
ず
、
登
校
に
回
避
的
な
感
情
を
も
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
な
の
で
あ
る
。
ま

た
、
登
校
へ
の
回
避
的
な
感
情
を
も
つ
彼
ら
の
特
徴
は
、「
人
と
話
す
の
は
苦
手
と
言
い
な
が
ら
、
話
が
で
き
る
友
だ
ち
が
欲
し
い
」
と
言

い
、「
好
き
か
嫌
い
か
」、「
損
か
得
か
」
で
物
事
を
捉
え
、
あ
た
か
も
自
己
中
心
的
な
思
考
で
物
事
を
判
断
し
て
い
る
よ
う
な
傾
向
を
感
じ

さ
せ
る
。
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O
D
S
事
業
の
支
援
者
は
、
不
登
校
生
徒
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
と
、
校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
相
談
室
」
に
登
校
し
て
く
る
生
徒

の
生
活
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
学
校
生
活
で
の
環
境
適
応
の
状
態
を
軸
に
生
徒
を
分
析
す
る
と
、
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
不
登
校
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
分
類
で
は
な
い
。
ま
た
、
以
下
の
四
つ
の
事
例
は
、
幾
つ
か
の
事
例

を
参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
は
、
毎
日
ク
ラ
ス
に
登
校
し
て
い
る
が
、
学
校
生
活
に
意
味
を
見
出
せ
て
い
な
い
生
徒
で
あ
る
。

事
例
A
は
、 

毎
日
、
教
室
に
登
校
し
て
い
る
。
ど
の
教
科
の
H
W
も
滞
る
こ
と
は
な
い
。
定
期
試
験
は
、
休
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
部
活
は
、

内
申
書
に
影
響
す
る
か
ら
と
い
う
親
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
運
動
量
の
少
な
そ
う
な
（
楽
な
）
部
活
に
入
部
し
た
。
A
は
、
部
活
の
無
い
日
を

天
国
だ
と
言
っ
て
い
る
。
特
に
親
し
い
友
だ
ち
は
い
な
い
が
、
特
に
嫌
い
な
生
徒
も
い
な
い
。
A
は
、
母
親
に
、「
学
校
は
つ
ま
ら
な
い
」、

「
勉
強
す
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
」、「
英
語
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
使
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
か
ら
無
駄
」
と
、
ぼ
や
く
こ
と
が
あ
る
。
A

は
、
不
登
校
に
な
り
た
い
け
れ
ど
、
母
親
が
、「
不
登
校
に
な
っ
た
ら
不
登
校
の
子
が
行
く
全
寮
制
の
学
校
に
入
れ
る
よ
」
と
言
う
の
で
、

寮
な
ん
て
嫌
だ
か
ら
不
登
校
に
な
れ
な
い
、
と
話
し
て
い
る
。
今
し
た
い
こ
と
は
、
二
四
時
間
ゲ
ー
ム
が
し
た
い
、
と
言
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
教
室
で
は
な
く
相
談
室
や
保
健
室
に
行
き
た
が
る
生
徒
で
あ
る
。

事
例
B
は
、
小
学
校
の
頃
、
筆
箱
に
ア
ゲ
ハ
蝶
の
幼
虫
を
入
れ
て
い
た
り
、
休
み
時
間
が
終
わ
っ
て
も
教
室
に
戻
れ
な
か
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ

ル
の
あ
る
子
で
あ
っ
た
。
仲
良
し
数
人
と
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
た
。
学
年
が
進
む
ご
と
に
、
学
業
面
で
の
つ
ま
ず
き
が

目
立
っ
て
き
た
。
中
学
生
に
な
り
、
友
だ
ち
と
塾
に
通
っ
て
い
た
。
部
活
の
顧
問
か
ら
、「
夏
休
み
の
宿
題
が
で
き
て
い
な
い
人
は
、
部
活

停
止
」
と
言
わ
れ
、
提
出
で
き
て
い
な
い
B
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
部
活
に
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
。
B
は
、
教
室
に
い
る
と
頭
痛
、
息

が
苦
し
い
と
言
い
、
保
健
室
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
担
任
は
、
勉
強
が
嫌
で
保
健
室
に
行
く
の
で
は
な
い
か
、
怠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
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か
と
不
信
を
抱
い
て
い
る
。

第
三
は
、
完
全
不
登
校
で
は
な
い
が
、
断
続
的
に
欠
席
が
続
い
て
い
る
生
徒
で
あ
る
。

事
例
C
は
、
母
、
双
子
の
弟
の
三
人
家
族
で
あ
っ
た
。
両
親
は
、
C
が
幼
少
期
の
頃
か
ら
不
仲
で
あ
っ
た
。
母
親
と
弟
は
仲
が
良
く
、
定

職
を
も
た
な
い
父
親
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
C
が
小
学
校
低
学
年
の
時
、
父
親
が
家
を
出
て
行
っ
た
。
C
は
、
自
分
に
は
優
し
か
っ

た
父
親
に
会
い
た
い
と
サ
ポ
ー
タ
ー
に
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
昼
夜
逆
転
の
傾
向
が
あ
る
。
登
校
は
、
気
が
向
く
と
二
〜
三
日
続
く
が
、

一
〇
日
以
上
欠
席
が
続
く
こ
と
も
あ
る
。
授
業
中
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
、
優
し
く
接
し
て
く
れ
る
が
、
C

自
身
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
頼
り
に
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

第
四
は
、
不
登
校
で
自
宅
に
い
る
生
徒
で
あ
る
。

事
例
D
は
、
両
親
と
兄
、
妹
の
五
人
家
族
。
幼
少
期
よ
り
、
兄
や
兄
の
友
だ
ち
と
よ
く
遊
ぶ
活
発
な
子
で
あ
っ
た
。
両
親
は
、
利
発
な
D
に

期
待
を
し
て
い
た
。
仕
事
を
も
っ
て
い
る
母
親
は
、
家
事
な
ど
を
D
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
学
力
も
あ
り
、
ク
ラ
ス
の
子

か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
た
。
趣
味
で
乗
馬
に
通
っ
て
い
た
。
指
導
者
か
ら
、
選
手
ク
ラ
ス
で
の
練
習
を
勧
め
ら
れ
、
年
上
の
生
徒
に
混
じ
っ

て
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楽
し
い
は
ず
の
乗
馬
が
、
楽
し
め
な
い
と
母
親
に
愚
痴
っ
て
い
た
。
学
校
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
三
か
月
近

い
休
校
と
な
っ
た
。
休
校
開
け
以
降
、
学
校
に
は
行
け
て
い
な
い
。
乗
馬
に
は
時
々
行
っ
て
い
た
が
、
乗
馬
に
も
行
か
な
く
な
っ
た
。
担
任

は
、
ま
さ
か
D
が
不
登
校
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
驚
い
て
い
た
。
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7　
不
登
校
生
徒
の
進
学
と
そ
の
後
の
傾
向

不
登
校
で
あ
っ
た
生
徒
は
、
毎
日
の
ス
ト
レ
ス
が
長
く
続
き
、
思
い
の
ほ
か
心
的
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
な
っ
た
場
合
、
リ
カ
バ
リ
ー
に
費

や
す
時
間
が
、
年
単
位
で
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
中
学
校
は
、
留
年
が
な
い
た
め
学
習
の
習
熟
や
生
活
の
な
か
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
が
滞
っ
て
い
て
も
、
登
校
し
て
い
た
生
徒
と
同
様
に
卒
業
と
い
う
形
で
終
了
と
な
る
。
そ
し
て
、
担
任
の
協
力
支
援
に
よ
り
、
通
信
制
高

校
、
夜
間
高
校
、
サ
ポ
ー
ト
校
な
ど
に
進
学
し
て
い
く
者
も
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
徒
の
な
か
に
は
、
本
来
の
自
分
自
身
の
問
題
や
課
題
の

整
理
を
し
な
い
ま
ま
中
学
校
を
卒
業
し
進
学
す
る
こ
と
か
ら
、
高
校
入
学
後
、
環
境
不
適
応
が
再
現
す
る
者
が
い
る
。
高
校
に
な
っ
て
か
ら

環
境
不
適
応
と
し
て
不
登
校
に
な
る
と
、
義
務
教
育
に
は
な
か
っ
た
単
位
習
得
と
出
席
日
数
の
問
題
が
起
こ
る
。
進
級
や
卒
業
が
で
き
な
い

こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
高
校
中
退
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
群
馬
県
生
活
こ
ど
も
部
児

童
福
祉
・
青
少
年
課
の
事
業
で
あ
る
「
高
校
中
退
者
支
援
事
業
」
に
お
い
て
、
高
校
中
退
後
、
進
路
決
定
に
迷
い
、
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
た
青
年
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
、
二
〇
一
六
年
度
よ
り
C
C
M
が
担
っ
て
き
た
実
践
で
の
経
験
知
で
あ
る
。

8　
「
非
専
門
家
の
専
門
性
」

C
C
M
の
支
援
者
は
、
職
業
と
し
て
で
は
な
く
支
援
活
動
の
実
践
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
門
家
と
も
一
般
市
民
と
も
異
な
る

独
立
し
た
属
性
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
は
、
O
D
S
事
業
と
高
校
中
退
者
支
援
事
業
に
か
か
わ
っ
て
い
る
C
C
M
の
支
援
者
の
支
援
観

で
あ
る
。
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私
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
μみ
ゅ
ー（

C
C
M
）
に
二
〇
一
一
年
か
ら
所
属
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

二
〇
一
二
年
よ
り
O
D
S
事
業
に
か
か
わ
り
、
二
〇
一
八
年
よ
り
、
群
馬
県
子
ど
も
・
若
者
支
援
協
議
会
（
児
童
福
祉
・
青

少
年
課
）
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
る
高
校
中
退
者
支
援
事
業
に
も
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
校
に
所
属
し
て
い
る
生
徒
さ

ん
は
、
身
近
に
支
援
者
が
複
数
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
高
校
中
退
者
支
援
事
業
で
出
会
う
所
属
の
無
い
当
事
者
方
に
は
、
身
近

に
か
か
わ
る
支
援
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
親
子
で
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
高
校
中
退
者
支
援
事
業

の
支
援
の
依
頼
は
、
保
護
者
か
ら
の
発
信
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ど
ち
ら
の
事
業
の
支
援
も
、
当
事
者
、
保
護
者
の
困
惑
と
不
安
な
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
彼
ら
の
話
を
聴
き
な
が
ら
信
頼
関

係
の
構
築
に
努
め
ま
す
。
信
頼
関
係
の
構
築
は
、
支
援
全
体
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
も
意
識
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

当
事
者
の
内
在
さ
れ
て
い
る
ス
ト
レ
ン
グ
ス
（
経
験
、
興
味
、
関
心
、
得
意
な
こ
と
、
大
事
に
し
て
い
る
考
え
や
も
の
等
）
な

ど
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
当
事
者
は
、
自
身
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
意
識
づ
け
し

て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ン
グ
ス
は
、
当
事
者
の
新
た
な
挑
戦
プ
ロ
セ
ス
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
力
で
す
。
支
援
者
と
し
て
、
当
事

者
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
寄
り
添
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
支
援
者
自
身
が
先
走
っ
て
し
ま
い
当
事
者
を
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
い

そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、「
支
援
は
、
誰
の
た
め
の
支
援
な
の
か
」、
こ
の
こ
と
に
立
ち
返
る
こ
と

の
で
き
る
こ
こ
ろ
の
余
裕
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

支
援
者
と
し
て
の
私
の
目
標
は
、
当
事
者
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
支
援
は
、
支
援
者
一
人
で
お
こ
な
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
携
す
る
人
が
重
要
不
可
欠
で
す
。
連

携
の
第
一
人
者
は
、
保
護
者
で
す
。
保
護
者
は
、
支
援
者
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
人
格
形
成
も
進
み
、
思
考
が
親
と
は
違
う
我

が
子
で
あ
る
こ
と
、
親
の
思
い
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
な
ど
に
気
づ
く
。
支
援
者
は
、
保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
後
方
支



151 前橋市における ODS（不登校支援）と
「非専門家の専門性」の意義

援
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。 

二
番
目
は
、
専
門
機
関
と
の
連
携
で
す
。
当
事
者
に
と
っ
て
信
頼
関
係
の
つ
い
て
い
な
い

専
門
機
関
と
の
関
係
作
り
は
、
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
両
者
の
間
に
入
り
、
い
わ

ば
通
訳
と
し
て
両
者
を
つ
な
ぐ
役
目
を
担
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
当
時
者
は
、
安
心
し
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
三
番
目
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
で
す
。
支
援
の
あ
り
方
に
悩
み
、
進
む
べ
き
方
向
性
の
確
認
と
修
正
に

は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
支
援
者
自
身
の
個
性
と
力
を
知
っ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

存
在
は
、
後
ろ
盾
で
あ
り
拠
り
所
な
の
で
す
。
四
番
目
は
、
支
援
者
仲
間
の
存
在
で
す
。
仲
間
は
、
日
々
の
支
援
で
起
こ
る
小

さ
な
迷
い
や
行
き
場
の
な
い
辛
さ
を
受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
。
共
に
学
び
、
共
に
悩
む
仲
間
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
仲
間
か
ら
の

共
感
的
な
か
か
わ
り
は
、
と
て
も
重
要
で
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
四
つ
の
環
境
は
、
支
援
者
自
身
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
支
援
者
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
当
事
者
に
寄
り
添
い
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
D
S
事
業
の
実
践
の
特
徴
は
、
被
支
援
者
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
の
発
見
と
、
彼
ら
の
リ
カ
バ
リ
ー
（
再
登
校
）
と
い
う
目
標
を
も
っ
た
活

動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
支
援
者
だ
け
で
な
く
、
被
支
援
者
、
保
護
者
、
関
連
機
関
の
そ
れ

ぞ
れ
が
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
一
二
年
の
継
続
し
た
活
動
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
C
C
M

の
実
践
は
、
専
門
性
の
あ
る
活
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
専
門
機
関
や
専
門
家
だ
け
に
市
民
の
抱
え
る
問
題
や
課
題
の

解
決
を
ゆ
だ
ね
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
根
差
し
た
非
専
門
家
の
か
か
わ
り
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
に
根
差
し
た
支
援
者
に
と
っ

て
の
専
門
性
は
、「
教
養
」
と
「
生
活
者
と
し
て
の
リ
ア
ル
な
経
験
の
知
」
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
。「
教
養
」
と
は
、
個
人
の

知
的
な
個
性
を
形
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
専
門
領
域
で
の
活
動
に
そ
の
個
性
を
生
か
す
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が
ど
の
よ
う
な
教
養
体
系
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を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
意
図
し
て
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
非
専
門
家
で
あ
っ
て
も
「
教
養
」
と
「
生
活
者
と
し
て
の
リ

ア
ル
な
経
験
の
知
」
を
併
せ
も
つ
こ
と
が
、
専
門
分
野
で
新
領
域
を
開
拓
す
る
視
点
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
新
領
域
で
の
役
目
が
担
え
、

目
標
達
成
に
至
れ
る
こ
と
が
、「
非
専
門
家
の
専
門
性
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
部

　

C
C
M
に
お
け
る
不
登
校
支
援
事
業
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
福
祉
教
育
へ
の
応
用
に
つ
い
て

1　
は
じ
め
に

山
本
か
ら
は
、「
C
C
M
を
拠
点
と
す
る
不
登
校
支
援
事
業
（
O
D
S
事
業
）
の
紹
介
と
、
非
専
門
家
の
専
門
性
の
意
義
と
可
能
性
」
と

い
う
命
題
が
提
起
さ
れ
た
。

前
橋
市
に
お
け
る
、
O
D
S
の
意
義
は
、「
家
庭
人
サ
ポ
ー
タ
ー
（
専
門
職
で
は
な
い
専
門
家
）
に
よ
る
新
た
な
実
践
モ
デ
ル
」
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
や
マ
ズ
ロ
ー
な
ど
の
心
理
学
、
さ
ら
に
は
、
C
・
ラ
ッ
プ
夫
妻
な
ど
に
よ
る
「
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ

デ
ル
」
を
新
た
な
実
践
理
念
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

大
切
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
学
際
的
な
理
論
や
支
援
技
術
を
活
用
し
、
日
々
磨
き
な
が
ら
、「
自
ら
の
実
生
活
の
な
か
で
積
み
重
ね
た
『
生

活
に
彩
を
添
え
る
発
想
や
工
夫
』
を
、
自
然
体
に
支
援
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
山
本
は
こ
れ
の
こ
と
を
「
支
援
者
個
人
が
実
生

活
の
上
で
獲
得
し
た
教
養
」
と
捉
え
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
専
門
領
域
で
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
彼
ら
の
「
専
門
性
」
で
は
な
い
か
と
提
起

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
本
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
お
月
見
の
日
の
訪
問
支
援
に
、
自
宅
の
庭
の
ス
ス
キ
を
何
気
な
く
採
っ
て
、
手
土
産
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に
す
る
支
援
者
の
姿
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
そ
の
行
為
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
癒
や
し
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
内
在
す
る
「
人
間
力
を
引
き
出

す
契
機
」
に
な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
も
の
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
――
以
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
！

2　
O
D
S
の
学
際
的
（
専
門
的
）
な
価
値

こ
こ
で
い
う
「
家
庭
人
サ
ポ
ー
タ
ー
（
い
わ
ゆ
る
非
専
門
家
の
専
門
家
）」
の
多
く
は
、「
家
庭
の
主
婦
」
で
、
子
育
て
経
験
を
は
じ
め
、

「
く
ら
し
の
経
験
知
」
や
、「
地
域
の
社
会
資
源
情
報
」
な
ど
に
敏
い
人
た
ち
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
C
C
M
の
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入

門
講
座
や
個
別
・
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
、
支
援
者
と
し
て
の
力
を
つ
け
、
力
を
発
揮
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
C
C
M
は
山
本
の
学
び
（
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
心
理
学
等
）
を
基
点
と
し
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
ス
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
生
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
臨
床
心
理
学
者
で
、
来
談
者
中
心
療
法
（C

lient-C
entered T

herapy

）
の

創
始
者
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は
、「
人
間
に
対
す
る
楽
観
的
で
肯
定
的
視
点
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
に
は
自
己
実
現
す
る
力
が
備

わ
っ
て
お
り
、
成
長
と
可
能
性
の
実
現
を
め
ざ
す
の
は
、
人
間
そ
の
も
の
の
性
質
で
あ
る
こ
と
。
自
分
自
身
を
受
容
し
た
と
き
、
人
間
に
は

変
化
と
成
長
が
起
こ
る
こ
と
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
使
命
は
、
そ
れ
ら
の
自
己
受
容
や
成
長
と
可
能
性
の
実
現
を
促
す
環
境
を
つ
く
る
こ
と

に
あ
る
こ
と
」
な
ど
で
あ
る
。

私
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
仕
事
の
傍
ら
、
一
九
七
〇
年
代
の
英
国
留
学
を
契
機
に
、
か
の
地
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
。
特

に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
非
専
門
家
や
当
事
者
）
活
動
」
等
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
き
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
以
降
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
＆
リ
ン
ダ
・
ラ
ッ
プ
夫
妻
（
カ
ン
ザ
ス
大
学
教
授
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
＆
臨
床
心
理
士
）
の
来
日
に
よ
り
、「
ス
ト
レ
ン

グ
ス
モ
デ
ル
（
強
み
モ
デ
ル
）」
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
夫
妻
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
き
た
。

そ
の
要
点
は
、「
あ
ら
ゆ
る
対
人
支
援
の
視
点
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
病
理
で
は
な
く
強
み
（
夢
、
希
望
、
経
験
知
、
自
力
な
ど
）
に
置



154

く
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
支
援
さ
れ
る
人
々
の
多
く
は
ダ
メ
人
間
で
は
な
く
、『
自
覚
的
な
真
の
支
援
者
』
と
の
協
働
に
よ

り
、『
暮
ら
し
に
く
さ
を
乗
り
越
え
て
き
た
経
験
を
他
者
支
援
の
た
め
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
』」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
自
覚
的
な
真
の
支
援
者
」
と
は
、「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
自
己
決
定
を
最
大
に
尊
重
し
、
夢
や
希
望
の
実
現
に
寄
り
添
う
者
」
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
文
脈
で
ラ
ッ
プ
は
、「
近
代
化
さ
れ
た
は
ず
の
専
門
家
や
公
的
支
援
施
策
の
問
題
性
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、「
公
的
な
支
援

施
策
や
専
門
職
の
取
り
組
み
を
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
に
な
ぞ
ら
え
、「
不
要
な
お
節
介
や
押
し
つ
け
、
お
よ
び
、
当
事
者
の
自
己
決
定
の
棄

損
な
ど
、
無
駄
が
多
す
ぎ
る
」
と
指
弾
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
状
況
と
向
き
合
う
な
か
で
、
夫
妻
や
カ
ン
ザ
ス
大
学
社
会
福
祉
学
部
チ
ー
ム

は
、「
当
事
者
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
（
強
み
）
へ
の
着
目
と
応
用
の
可
能
性
」、
さ
ら
に
は
「
当
事
者
の
社
会
的
役
割
や
価
値
を
『
非
専
門
家
の

専
門
性
』」
と
し
て
提
起
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
近
年
の
、「
リ
カ
バ
リ
ー
論
」
の
礎
と
な
り
、「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
」
や

「
強
み
モ
デ
ル
の
地
域
サ
ポ
ー
ト
」
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
は
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
を
基
点
と
し
て
欧
米
に
広
が
っ
た
、
行
政
施
策
に
お
け
る
「
リ
カ
バ
リ
ー

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
保
健
福
祉
の
先
進
国
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
英
国
保
健
省

（
N
H
S
）
は
、
二
〇
〇
八
年
に
、
政
策
文
書
「T

he C
hallenge of C

o-Production

（
コ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
挑
戦
）
3
（

）」
を
公
布
し
、

「
支
援
施
策
に
お
け
る
当
事
者
と
専
門
職
の
コ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
共
同
創
作
）」
を
保
健
福
祉
支
援
の
柱
に
位
置
づ
け
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

そ
の
な
か
に
は
、「
当
事
者
は
、
一
方
的
に
支
援
を
受
け
る
存
在
で
は
な
く
、
人
生
の
主
人
公
と
し
て
、
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
ら
変
化

し
、
経
験
知
を
活
か
し
た
個
別
支
援
や
、
支
援
施
策
を
専
門
職
と
共
同
創
作
で
き
る
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
共
通
の
こ
と
が
、「
群
馬
県
（
前
橋
市
や
高
崎
市
な
ど
）
に
お
け
る
、「
行
政
と
O
D
S
の
協
働
施
策
」
と
し
て
実
践
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
C
C
M
の
O
D
S
は
、「
日
本
に
お
け
る
、
新
た
な
対
人
支
援
モ
デ
ル
（
福
祉
行
政
モ
デ
ル
）」
の
一

つ
と
し
て
、
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
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具
体
的
に
は
、「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
有
意
の
家
庭
人
支
援
者
や
、
自
ら
の
闘
病
経
験
を
活
か
し
支
援
に
取
り
組
む
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」

等
々
の
活
躍
の
可
能
性
で
あ
る
。
山
本
は
、
C
C
M
の
支
援
（
非
専
門
家
の
専
門
性
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
専
門
機
関
や
専
門
家
だ
け
に
市
民
の
抱
え
る
問
題
や
課
題
の
解
決
を
ゆ
だ
ね
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に

根
差
し
た
非
専
門
家
の
か
か
わ
り
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。「
O
D
S
事
業
の
実
践
の
特
徴
は
、
被
支
援
者
の
ス
ト
レ
ン
グ

ス
の
発
見
と
、
彼
ら
の
リ
カ
バ
リ
ー
（
再
登
校
）
と
い
う
目
標
を
も
っ
た
活
動
で
あ
る
」。
ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
支
援
者

に
と
っ
て
の
専
門
性
は
、「
教
養
」
と
「
生
活
者
と
し
て
の
リ
ア
ル
な
経
験
の
知
」
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
。「
教

養
」
と
は
、
個
人
の
知
的
な
個
性
を
形
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
専
門
領
域
で
の
活
動
に
そ
の
個
性
を
生
か
す
こ
と
で
あ

る
。
自
分
が
ど
の
よ
う
な
教
養
体
系
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
意
図
し
て
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
非
専
門
家

で
あ
っ
て
も
「
教
養
」
と
「
生
活
者
と
し
て
の
リ
ア
ル
な
経
験
の
知
」
を
併
せ
も
つ
こ
と
が
、
専
門
分
野
で
新
領
域
を
開
拓
す

る
視
点
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
新
領
域
で
の
役
目
が
担
え
、
目
標
達
成
に
至
れ
る
こ
と
が
、「
非
専
門
家
の
専
門
性
」
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

3　
今
後
の
福
祉
教
育
へ
の
応
用
と
課
題

今
後
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ら
の
「
非
専
門
家
の
可
能
性
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
協
働
）
の
意
義
」
を
福
祉
専
門
教
育
の
上
で
さ
ら
に
共

有
、
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
、
福
祉
教
育
の
伝
統
的
な
柱
で
あ
る
「
自
己
決
定
の
尊
重
」
を

実
践
的
に
具
現
化
し
て
い
く
意
味
で
、「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
地
域
の
『
ス
ト
レ
ン
グ
ス
』
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
課
題
解
決
に
応
用
す
る
こ

と
の
で
き
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
」
を
さ
ら
に
目
指
し
て
ほ
し
い
。
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さ
ら
に
、
地
域
の
医
療
保
健
福
祉
の
担
い
手
は
多
様
で
あ
る
。
そ
う
い
う
な
か
で
、「
地
域
に
お
い
て
、
多
職
歴
や
多
年
齢
層
の
非
専
門

的
支
援
者
と
真
に
協
働
で
き
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
』
の
更
な
る
育
成
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。
も
と
よ
り
、
新
卒
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
そ
の
よ
う
な
課
題
を
自
覚
し
、
地
域
の
担
い
手
と
の
協
働
体
験
を
通
じ
て
身
に
つ
け

て
い
く
部
分
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、 「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
ふ
く
む
卒
後
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
」
に
期
待
し
た
い
。

終
わ
り
に
、
英
国
や
旧
友
に
感
謝
と
敬
愛
を
こ
め
次
の
こ
と
も
付
け
た
加
え
た
い
。
そ
れ
は
、
現
在
、
か
の
地
で
は
、
幾
度
も
の
「
苦
難

乗
り
越
え
経
験
等
を
活
か
し
て
支
援
を
担
う
人
々
（
非
専
門
家
や
ピ
ア
ワ
ー
カ
ー
）」
を
、
敬
意
を
こ
め
て
、《
エ
ク
ス
パ
テ
ィ
（Expatie

：

苦
難
乗
り
越
え
の
熟
練
者
）》
と
呼
び
、
そ
れ
ら
の
価
値
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
4
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
今
後
の
「
福
祉
を
文
化
と

し
て
さ
ら
に
根
付
か
せ
る
た
め
の
・
土
壌
改
良
」
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
注

（
1
） 

楡
木
満
生
、
松
原
達
哉
編
『
臨
床
心
理
基
礎
実
習
』
培
風
館
、
二
〇
〇
四
年
。

（
2
） 

牛
津
信
忠
『
社
会
福
祉
に
お
け
る
相
互
的
人
格
主
義
――
人
間
の
物
象
化
か
ら
の
離
脱
と
真
の
主
体
化
を
め
ざ
し
て
1
』
久
美
、
二
〇
〇
八
年
。

（
3
） 

小
川
一
夫
ほ
か
編
『
コ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
――
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
新
た
な
挑
戦
：
英
国
の
政
策
審
議
文
書
の
全
訳
紹
介
と
生
活
臨
床
』
小
川

一
夫
、
長
谷
川
憲
一
監
訳
、
萌
文
社
、
二
〇
一
六
年
。

（
4
） 

同
上
。
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参
考
文
献

・
井
上
孝
代
編
著
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
――
社
会
的
心
理
援
助
の
基
礎
』
川
島
書
店
、
二
〇
〇
六
年

・
井
上
祐
紀
『
ス
ト
レ
ン
グ
ス
・
ト
ー
ク
――
行
動
の
問
題
を
も
つ
子
ど
も
を
支
え
・
育
て
る
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
〇
年

・
牛
津
信
忠
『
社
会
福
祉
に
お
け
る
相
互
的
人
格
主
義
――
人
間
の
物
象
化
か
ら
の
離
脱
と
真
の
主
体
化
を
め
ざ
し
て
1
』
久
美
、
二
〇
〇
八
年

・
牛
津
信
忠
『
社
会
福
祉
に
お
け
る
相
互
的
人
格
主
義
――
人
間
の
物
象
化
か
ら
の
離
脱
と
真
の
主
体
化
を
め
ざ
し
て
2
』
久
美
、
二
〇
〇
八
年

・
牛
津
信
忠
『
社
会
福
祉
に
お
け
る
場
の
究
明
――
共
感
的
共
同
か
ら
ト
ポ
ス
へ
至
る
現
象
学
的
考
察
』
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
二
〇
一
二
年

・
氏
原
寛
『
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
な
ぜ
効
く
の
か
――
心
理
臨
床
の
専
門
性
と
独
自
性
』
創
元
社
、
一
九
九
五
年

・
氏
原
寛
『
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
心
』
創
元
社
、
一
九
九
七
年

・
氏
原
寛
、
成
田
善
弘
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
エ
ゾ
ン
――
地
域
臨
床
・
教
育
・
研
修
』
培
風
館
、
二
〇
〇
〇

年

・
氏
原
寛
、
藤
田
博
康
『
ロ
ー
プ
レ
プ
レ
イ
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
訓
練
の
か
ん
ど
こ
ろ
』
創
元
社
、
二
〇
一
四
年

・
小
此
木
啓
吾
『
対
象
喪
失
――
悲
し
む
と
い
う
こ
と
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年

・
柏
木
昭
、
佐
々
木
敏
明
、
荒
田
寛
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
協
働
の
思
想
――
〝
ク
リ
ネ
ー
〞
か
ら
〝
ト
ポ
ス
〞
へ
』
へ
る
す
出
版
、
二
〇
一
〇

年

・
亀
口
憲
治
『
家
族
療
法
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
駿
河
台
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年

・
助
川
征
雄
『
ふ
た
り
ぼ
っ
ち
――
精
神
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
手
紙
』
万
葉
舎
、
二
〇
一
五
年

・
高
橋
満
、
槇
石
多
希
子
編
著
『
対
人
支
援
職
者
の
専
門
性
と
学
び
の
空
間
――
看
護
・
福
祉
・
教
育
職
の
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
創
風
社
、

二
〇
一
五
年

・
田
中
英
樹
『
精
神
保
健
福
祉
法
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
』
相
川
書
房
、
一
九
九
六
年

・
平
木
典
子
『
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
何
か
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
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・
平
木
典
子
『
家
族
と
の
心
理
臨
床
――
初
心
者
の
た
め
に
』
シ
リ
ー
ズ
「
心
理
臨
床
セ
ミ
ナ
ー
」
2
、
垣
内
出
版
、
一
九
九
八
年

・
平
木
典
子
『
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ス
キ
ル
を
学
ぶ
――
個
人
心
理
療
法
と
家
族
療
法
の
統
合
』
金
剛
出
版
、
二
〇
〇
三
年

・
カ
タ
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
リ
カ
バ
リ
ー
――
希
望
を
も
た
ら
す
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
モ
デ
ル
』
坂
本
明
子
監
訳
、
金
剛
出
版
、
二
〇
一
二
年

・
村
瀬
孝
雄
、
村
瀬
嘉
代
子
編
『
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
――
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
中
心
療
法
の
現
在
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年

・
森
省
二
『
子
ど
も
の
対
象
喪
失
――
そ
の
悲
し
み
の
世
界
』
創
元
社
、
一
九
九
〇
年

・
諸
富
祥
彦
『
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
入
門
――
自
分
が
〝
自
分
〞
に
な
る
と
い
う
こ
と
』
コ
ス
モ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
八
年

・
矢
吹
弘
子
『
内
的
対
象
喪
失
――
見
え
な
い
悲
し
み
を
み
つ
め
て
』
新
興
医
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年

・
山
本
泉
『
対
人
支
援
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
た
め
の
実
証
的
研
究
』
聖
学
院
大
学
大
学
院
博
士
論
文
（
自
費
出
版
）、
二
〇
一
九
年

・
E
・
L
・
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
『
英
国
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
史
』
下
、
本
出
祐
之
監
訳
、
誠
信
書
房
、
一
九
八
六
年

・
米
澤
好
史
『
や
さ
し
く
わ
か
る
！
愛
着
障
害
――
理
解
を
深
め
、
支
援
の
基
礎
を
押
さ
え
る
』
ほ
ん
の
森
出
版
、
二
〇
一
八
年

・
米
澤
好
史
編
著
『
愛
着
関
係
の
発
達
の
理
論
と
支
援
』
金
子
書
房
、
二
〇
一
九
年

・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
A
・
ラ
ッ
プ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
J
・
ゴ
ス
チ
ャ
『
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
――
リ
カ
バ
リ
ー
志
向
の
精
神
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
』

第
3
版
、
田
中
英
樹
監
訳
、
金
剛
出
版
、
二
〇
一
四
年

・
C
・
R
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
『
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
心
理
療
法
――
実
践
の
た
め
の
新
し
い
概
念
』
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
主
要
著
作
集
1
、
末
武
康
弘
、
保

坂
亨
、
諸
富
祥
彦
共
訳
、
岩
崎
学
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年

・
C
・
R
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
『
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
語
る
自
己
実
現
の
道
』
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
主
要
著
作
集
3
、
諸
富
祥
彦
、
末
武
康
弘
、
保
坂
亨
共
訳
、
岩

崎
学
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年


